
定点

インフルエンザ 423 16.92 377 15.08

新型コロナウイルス感染症（COVID-19） 110 4.40 115 4.60

RSウイルス感染症 4 0.25 4 0.25

咽頭結膜熱(プール熱) 22 1.38 12 0.75

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 74 4.63 74 4.63

感染性胃腸炎 66 4.13 89 5.56

水痘(みずぼうそう) 4 0.25 6 0.38

手足口病 8 0.50 6 0.38

伝染性紅斑（りんご病） 0 0.00 2 0.13

突発性発しん 4 0.25 5 0.31

ヘルパンギーナ 0 0.00 0 0.00

流行性耳下腺炎(おたふくかぜ) 0 0.00 0 0.00

急性出血性結膜炎 0 0.00 0 0.00

流行性角結膜炎(はやり目) 3 0.75 3 0.75

細菌性髄膜炎 0 0.00 0 0.00

無菌性髄膜炎 1 0.20 0 0.00

マイコプラズマ肺炎 0 0.00 0 0.00

クラミジア肺炎(オウム病を除く） 0 0.00 0 0.00

感染性胃腸炎(ロタウイルス） 0 0.00 0 0.00
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疾患名 疾患の増減 報告数 定点当り 報告数

              　　　　　 　 令和6年（2024年）第11週　2024年3月11日（月）～2024年3月17日（日）

期　　間
2024年　10週 2024年　11週

種別 3/4～3/10 3/11～3/17（最新）

注意

注意

👇詳しい情報は熊本市感染症情報をご覧ください

警報レベル!!

流行中

海外からの帰国者の「麻しん（はしか）」の感染事例報告が続いています。
●麻しん（はしか）について
麻しん（はしか）は世界各地でみられますが、特にアジア、ヨーロッパ、アフリカで流行がみられま
す。日本国内においても、令和６年３月現在、海外からの輸入事例が発生しています。
麻しんの予防には、予防接種が有効です。
麻しん（はしか）ワクチンの接種状況は下記の表をご参考ください。
ただし、定期接種がなかった年代の方の大半は、幼少期に麻しんに感染し抗体を持っていると
言われています。

麻しん患者報告数

年
2013
（H25）

2014
（H26）

2015
（H27）

2016
（H28）

2017
（H29）

2018
（H30）

2019
（R1）

2020
（R2）

2021
（R3）

2022
（R4）

2023
（R5）

2024
（R6.3.1７現在）

熊本市 0 1 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0

熊本県 0 2 0 1 2 1 2 0 0 0 0 0

全国 229 462 35 165 186 279 744 10 6 6 28 20

生年月日 1972(昭和47)年9月30日以前 1972(昭和47)年10月1日～ 1990(平成2年)年４月２日～ 2000(平成12年)年4月2日以降

回　数

接種していない
可能性が高い

幼児期に１回接種 １回接種または２回接種 ２回接種
（１歳から２歳未満で１回、

小学校入学前の１年間に１回）


